
 

平成30年第３回大野城市議会９月定例会一般質問通告 

 

○本会議（３日目）一般質問 

平成30年９月20日（木） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

田中 健一 １．平成30年７月豪雨（西日本豪雨）災害について 

 ⑴ 平成 30 年７月豪雨（西日本豪雨）災害における本市の被害状況及び

避難状況等は、どうであったか 

⑵ 大野城いこいの森キャンプ場上流の風倒木と濁流被害の状況及び対

策は、どのようになっているのか 

⑶ 牛頸ダム上流の山々の残土盛土崩壊の状況及び対策は、どのように

なっているのか 

⑷ 南山手のつつじケ丘と牛頸との間の法面崩壊の状況及び対策は、ど

のようになっているのか 

⑸ 平野台区の山手の法面の崩壊と渓流の状況及び対策は、どのように

なっているのか 

⑹ 中区の最終処分場周辺の水道配水池下の法面崩壊の状況及び対策

は、どのようになっているのか 

⑺ 善一田古墳付近の法面崩壊の状況及び対策は、どのようになってい

るのか 

⑻ 牛頸ダムや北谷ダムの貯水量と放流のタイミングについて、御笠川

の水量とどのように調節しているのか 

⑼ 御笠川の河川改修の状況及び今後の計画について、どのようになっ

ているのか 

⑽ 今回の平成 30 年７月豪雨（西日本豪雨）災害を受けて、今後本市に

おいて災害に対して、どのように取り組んでいくのか 

関岡 俊実 １．会計年度任用職員制度の導入に向けた取り組みについて 

⑴ 臨時・非常勤職員の配置状況と制度導入にあたってのタイムスケジ

ュールについて 

⑵ 改正内容と課題について 

⑶ 臨時・非常勤職員の待遇の改善に向けて 

２．西鉄連続立体交差事業に係る駅周辺の現状と課題について 

⑴ 白木原及び下大利駅舎の概要について 

⑵ 下大利南ヶ丘線のバス路線の変更とバス停について 

⑶ 交番設置の見通しについて 

⑷ 歩道の安全対策と自転車活用推進計画の策定について 

⑸ JR水城駅及び駅周辺の環境整備について 



福澤 信光 １．平成30年７月豪雨を受け本市の今後の対応等について 

⑴ 本市の対策本部はいつ立ち上がったか 

⑵ 本市の被害はどの程度あったか。また、人的被害はあったのか 

⑶ 今回、開設した避難所の数は 

⑷ 災害対策本部と現場の連携はしっかりと取れていたのか 

⑸ 以前質問した、緊急連絡カードをお持ちの方への対応は 

⑹ 子ども達について伺います。今回小学校が休校、また、学童を含め

様々なものが休みになった中、保護者の方は仕事に行かれる方が多か

ったと思います。したがって、家には一人で留守番をする子どもが本

市にも多数いたと思いますが、人数の把握はできていますか。また、

把握しているのであればどのような方法で人数把握をしているのか教

えてください 

⑺ 今回の豪雨での避難の仕方はどのようになされたのでしょうか 

⑻ 今回、大野城市で初めて大雨特別警報を経て避難指示が出ました

が、この避難指示はどのような意味をもたらすのか。また、避難勧告

との違いを教えてください 

２．心の家庭教育について 

⑴ 命を大事にすること、家族や祖先によせる想いを大切にする気持ち

の醸成の推進について 

森 和也 １．更生保護・保護司について 

⑴ 大野城市再犯防止推進計画は、定められているか。 

まだ定められていないのならば、今後の見通し・予定などを聞かせて

いただきたい 

⑵ 本市では、再犯防止業務を主に担当する部署は、どこになるか。 

⑶ 保護司会に対する補助金は、市から、どれくらい補助されているか 

⑷ 大野城市若しくは筑紫地区に、更生保護サポートセンターは、設置

されているか 

⑸ 市庁舎や公共施設での空き室を、保護司の面談のために無料で提供

していただけないか 

⑹ 第 68 回社会を明るくする運動大野城市民大会、第 10 回大野城市安

全安心まちづくり推進大会が行われたが、これは、どういう目的をも

って行われているものなのか。また、社会を明るくする運動と、安全

安心まちづくり推進大会を合同で行うことになった経緯について、わ

かれば教えていただきたい 

⑺ 就労支援・協力雇用主の優遇施策について、再犯防止のためには、

就職先を確保する必要があるが、犯罪や非行をした人たちを雇用した

企業や事業主を支援する優遇施策を、本市は行っているか 

２．各学校等の安全対策について 

⑴ 本市の小中学校では、各校の事情に沿った独自の安全対策マニュア

ルが整備されているか 

⑵ 本市の保育所、小学校、中学校の、最新の防犯カメラの設置状況に

ついて教えていただきたい 

⑶ 同じく、校内緊急通報装置の設置状況はいかがか 

⑷ 同じく、警察との連絡装置、警備会社との連絡装置は、電話以外に

設置されているか 

⑸ 同じく、さすまたや催涙スプレーは装備されているか。また、不審

者侵入を想定した教師・保育士向けの訓練は行っているか。行ってい

る場合、どれくらいの頻度で行っているか 



河村 康之 １．障がい者福祉サービスについて 

⑴「福祉タクシー料金助成事業」の現状について 

⑵「福祉タクシー料金助成事業」を利用せずに自家用車で移動する障が

い者への支援について 

２．福祉避難所の利用と今後の在り方について 

⑴ 福祉避難所の実態について 

⑵ 福祉避難所の機能と周知について 

松﨑 百合子 １．子どもが健やかに育つ権利と中学校の完全給食・自校方式の実施につ

いて 

⑴ 本市中学校の昼食は、弁当持参、ランチ給食サービス、パン昼食の

選択制の現状について 

⑵ 市内全小学校および公立保育所では、自校方式の完全給食が実施さ

れている 

⑶ 多様な家族化および栄養格差について 

⑷ 食育と給食について 

⑸ 給食の種類としては、完全給食、補食給食、牛乳給食、本市中学校

は牛乳給食だが 

⑹ 給食調理の自校方式について 

⑺ 予算について 

中村 真一 １．小中学校プール及び北市民プールの活用整備について 

⑴ 小中学校の水泳授業について 

⑵ 夏休み期間中の各小学校のプール開放と北市民プールの開放につい

て 

⑶ 小中学校のプール施設の整備及び使用状況・管理について 

⑷ 北市民プールにおいて、暑さや日差し対策のための改修は検討でき

ないか 

⑸ 小中学校の水泳授業に民間プールを活用してはどうか。 

夏休み期間中の学校プール開放の代わりに民間プールが安価に利用で

きるように補助金等を出してはどうか 

２．平成30年７月豪雨について 

⑴ 避難勧告及び避難指示について 

⑵ 今後のハザードマップの活用について 



 

○本会議（４日目）一般質問 

平成30年９月21日（金） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

平井 信太郎 １．災害避難時の動物（ペット）に対する対応について 

⑴ 大野城市内で飼育されているペット（犬・猫）について 

⑵ 災害時の避難場所及び飼い主・ペットへの対応について 

２．道路側溝蓋かけについて（平成27年６月） 

⑴ 道路側溝蓋かけについて 

３．聴覚障がい者に対する意思疎通支援事業について（平成27年12月） 

⑴ 聴覚障がい者に対する意思疎通支援事業について 

４．大規模災害時における本市の対応について（平成28年６月） 

 ⑴ 大規模災害時における本市の対応について 

５．本市における危険地域とその対応について（平成29年３月） 

 ⑴ 本市における危険地域とその対応について 

６．小学校におけるセキュリティ対策について（平成29年６月） 

 ⑴ 小学校におけるセキュリティ対策について 

７．中学生の制服の衣替えについて（平成29年６月） 

 ⑴中学生の制服の衣替えについて 

松下 真一 １．本市の滞納整理の方針について 

⑴ 市税（国民健康保険税等）を滞納した場合、どのような対策をおこ

なうのか 

⑵ 地方税法第八節にある納税の猶予についての考え 

 ⑶ 国税徴収法を根拠におこなう滞納整理について 

⑷ 生活困窮者支援と滞納処分の関係について 

⑸ 野洲市の行政コストの削減という観点からの滞納整理を参考にでき

ないか 

松田 美由紀 １．ユニバーサルデザインに配慮した印刷物等について 

 ⑴ カラーユニバーサルデザインに配慮した印刷物について 

⑵ ユニバーサルデザインフォントについて 

⑶ 色覚に配慮されたチョークについて 

２．麻しん・風しんについて 

⑴ 麻しん・風しん予防接種について 

⑵ 今年流行したはしかについて 

⑶ 風しん抗体検査事業について 



関井 利夫 １．義務教育課程の英語教育について 

⑴ 2020 年に向けての小学校の教育課程での現状の取り組みを教えて下

さい 

⑵ 中学校の教育課程での英語教育の取り組みなどはありますか。ある

ようでしたらその内容を教えて下さい 

⑶ 他市町村の英語教育の取り組みの現状はどのようなものがあります  

か  

⑷ 英語教育の今後、2020 年小学校における英語教育実施の方向性、方

法など、想定しているものがあれば教えて下さい 

⑸ 現状の取り組みの中で、授業時間確保の状況はどのようになってい

ますか 

⑹ ICT活用での英語教育実施の考えについて 

２．大野城市国際化推進プランについて 

⑴ 直近（平成 26 年度から平成 30 年度）のプランで実施された具体的

な内容を紹介下さい 

⑵ 小・中学校での学習支援も目標の中にありますがどのように関連さ

れるのでしょうか 

⑶ 国際化プラン及び英語教育を通してのまちづくりについての考えを

お聞かせ下さい 

大塚 みどり １．介護について 

（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート） 

⑴ 介護サービスを利用されていない方の「介護アンケート」の結果よ

り、伺いたい 

⑵ 本市の在宅介護支援センターは、平成29年10月１日から、地区地

域包括支援センターに生まれ変わっている。介護サービスを利用して

いる本人や家族の「介護アンケート」で、「地域包括支援センターを知

っているか」の問いでは、「知らない」と回答した方が53.3％だった。

この結果について、伺いたい 

２．子育てについて 

（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート） 

⑴ 「制服や通学用品(かばん・校章・体操着等)の購入や買い替え費用

が重い」と、約 50％の方が、経済的な負担を感じていた。本市の見解

を伺いたい 

⑵ 平成 30 年３月議会一般質問での、就学援助の入学前支給について、

その後の調査研究を伺いたい 

⑶ 「未就学児をもつ親の心配事」で、「いじめや学校生活での友人関

係」の項目が 80％と高かった点について、本市の見解や取り組みを伺

いたい 

３．防災・減災について 

（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート） 

⑴ 地域において危険で改善が必要だと思う場所の「河川」項目で、「牛

頸川に子どもが入って遊んでいる」とあった。また、地域の責任者と

して、子どもたちが水の事故にあった場合、誰が責任をとるのかとの

声もあった。本市の今後の取り組みを伺いたい 

⑵ 防災で、特に力を入れてほしい項目に、「避難訓練の強化」と「避難

所における安全対策・防犯対策」の回答数が多かった点について、伺

いたい 



清水 純子 １．支援を必要としているすべての子どもに支援をするための「地域子供

の未来応援交付金」の活用について 

⑴ 「地域子供の未来応援交付金」の目的について 

⑵ 平成 30 年５月現在、全国 254 の自治体が活用、福岡県では、福岡市

をはじめ10市が活用している 

⑶ 本市の小中学校における特別支援学級などの生徒数とその対応につ

いて 

⑷ 貧困、不登校、発達障がいは、複合的に重なり合っていることもあ

り、交付金を活用した実態調査の内容と分析により、こだわりを持っ

ている子ども、いわゆる発達障がい児の子どもの様子も見えてきて、

縦割りである行政の部門を超えて横へつなぎ一貫性のある支援を、実

施されている先進地もある。このことについてどのようにお考えか 

 ⑸ 支援を必要とするすべての子どもたちのための施策を「地域子供の

未来応援交付金」を活用し具体化して実施していくことは、結果的に

は、地域共生社会の実現へ連動するのではないか 

井福 大昌 １．災害時の迅速で強力な緊急時対応体制の確立のために 

⑴ 先の豪雨の時は、市長、危機管理課をはじめ多くの市役所の職員の

みなさんが、24時間体制で泊まり込んで対応している姿を目の当たり

にしました 

⑵ 大野城市内への帰宅困難者への安否確認と対応はできましたか。ま

た、今後の課題などありますか 

⑶ 障がい者、高齢者、傷病者など、避難行動要支援者の状況はどうで

したか。また課題と対応策はありますか 

⑷ 豪雨時、大文字公園は浸水まで数十センチとなっていましたが大文

字公園への市民の立ち入り制限などの対応はできましたか 

２.連続立体交差事業の進捗について（平成29年12月） 

⑴ 高架下事業における様々なアイデアについて 

３．動物愛護について（平成28年９月） 

 ⑴ 今年５月から福岡市早良区、南区を中心として猫の虐殺死体が相次

いで発見されました。 

いずれも腹をナイフでえぐられたり、首や胴を切断されたりしてお

り、ワザとのように現場にナイフを残している例もありました 

 


